






要   約:細菌抑制試験(BIA)による新生児先天性代謝異常症マス・スクリーニングにおい

て,メチオニン(Met)を指標としたホモシスチン尿症(HCU)の場合, Met 上昇の遅延による

偽陰性例が存在することが知られている。我々は, HCU 偽陰性例の発生防止に加え, Phe

等,他の測定項目と同様,定量化によるスクリーニング精度の向上を目的に,乾燥濾紙血液

(DBS)中の総ホモシステイン(HSH)あるいは Met のマイクロプレート蛍光法(MFL)の開発を

行なってきた。最終的に MFL によるシステム化を考慮した時, HSH と Met の総量を測定可

能なメチオニンγ-リアーゼ(Met-Lyase)法が,一次スクリーニング法としては最も適した

方法であること,さらにこの方法に基づく試薬キットを用いた,全国 5スクリーニング施設

での新生児 10,947 名に対するフィールドサーベイの結果からもルーチンスクリーニング

への実用化が十分可能であることを昨年度報告した。しかしこの中で,正常値付近の定量

性に若干の改善の余地が残されていたことから,本年度はこの点における試薬の改良点を

踏まえ, MFL による HCU スクリーニング法の開発経過および特徴について,まとめて報告

する。


